
 

9月20日（水）、中日新聞NIEコーディネーターの伊藤さん

を講師にお招きし、5年生が新聞の構成について学びました。日

頃何気なく見ている新聞ですが、一つの記事がいくつかの構成か

ら成り立っていることや、伝えたいことによって写真や書きぶり

が違うこと、番組欄の一部に折句が使われている日があることな

ど、作る側の意図を聞いて新聞を見ると、とっても面白い！ 

「知る」って自分の世界が広がる素敵なことですね！  
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やすらぎの森で遊ぶことを通して 
 

 市之倉小学校卒業生の髙木貴行市長さん、田中亮明さん、橘幸さん、松原凛子さん、皆

さんが言われていたことがあります。 

「小学校時代、やすらぎの森を駆け巡って遊びました。」 
 

現在は、「やすらぎの森には先生と一緒に行く」という約束があるようなないような状

態で、子ども達は、授業以外にやすらぎの森で遊ぶことがほとんどありません。せっかく

ある森が活かしきれていない…。そこで、職員で話合いをしました。 

  市之倉という自然豊かな環境の中で、どんな子ども達を育てていくのか 
 

自然の中で遊ぶことを通して身に付く力はたくさんある。私達は危険などを心配する

あまり、子ども達が伸びる機会を邪魔しているのではないか。この森は、様々な植物が生

育している。イノシシやシカ、野ウサギやヘビも出る。それを避けるのではなく、自然と

触れ合いながら、感性を育てたり危険を回避する力を身に付けたりしていきたい。 
 

先日、市之倉森づくり部会の方々と PTAボランティアで、

やすらぎの森環境整備を行いました。学校から展望台の様子

が見えなかったため、学校の南側の斜面の樹木を伐採し、校

舎から展望台が見えるようにしていただきました。 

子ども達の様々な力を育てていくために、事前に安全指導

を行い、「やすらぎの森は二人以上で行く」という約束で、や

すらぎの森・夢トープを開放していきます。 

安全に登下校するために 
 

 10月 10日から後期が始まり、通学班でも班長・

副班長が交代する班があります。子ども達が安全

に登下校できるように、以下のことを指導します。

ご家庭でも、子ども達の安全意識が高まるように

声かけと見届けをよろしくお願いします。 
・集合時刻を守る。★みんなの時間を大切にしよう 

（欠席・遅刻の時は、班の誰かに必ず連絡をする） 

・決められた位置で並んで歩く。 

6年生が絵付けをした 

箸置きの販売をします 
 

市之倉の幸兵衛窯元さん、幸輔窯さん等のご

協力により絵付けして作った箸置きを、ふるさ

と学習の一環として販売をします。万障繰り合

わせの上、お越しください。 
 

日時：１０月７日（土）９時～１２時 

場所：幸兵衛窯作陶館前 
 


